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は
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浴
中
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閣
制
、
り
収
集
し
て
お
り
ま

し
た
が
役
帯
域
に
よ
り
史
的
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
各

自
治
会
、
地
紙

同
市
役
で
行
な
い

ま
す
。
こ
の
場

合
.
集
積
場

所
、
濯
機
日
時

を
泌
総
の
う
え

行
な
い
ま
す
の

で
.
仲
間
民
的
協
問

機
は
俊
神
仰
か
ボ

i
ん
給
総
に
し

て
緩
駁
す
る
的
別

に
執
別
総
務
に
出
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よ
う
に
お
側

い
い
た
し
ま
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八
公
選
以
外
九
名
の
委
員
決
ま
る

我
孫
子
市
相
淡
索
後
制
民
会
都
世
嗣
刊

で
A
h
湘
聴
に
よ
る
ゆ
紫
臨
丹
十
叩
品
名
に

づ
い
て
は
、
開
問
符
月
以
十
叩
札
口
μ
v
h

決
芳
り
ま
し
た
〈
五
月
一
日
発

行
広
納
税
お
ぴ
こ
繁
一
ニ
夜
十
八

協
吋
燃
は
午
後
九
臨
吋
か
ら
午

後
間
何
時
ま
で
で
す
。

品
目
ご
み
の
不
低
投
薬
は
F
E
絞

を
ヂ
ダ
由
党
絡
し
発
見
次
第
そ

の
処
分
を
し
て
い
た
だ
き
野

祭
に
も
遜
録
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
ず
か
ら
み
叫
ん
容
に

肉
、
滋
岬
拘
置
呼
に
総
て
な
い
よ

う
ど
協
力
く
だ
呑
い
。
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俊
一
隅
の
く
み
際
世

転
入
、
総
胤
桁
数
以
加
拠
繍
摺
げ
か

コ
朴
い
い
な
ら
な
い
う
ち
に
く

み
と
争
期
・
し
同
時
み
し
て
く
だ

苦
い
。

く
み
と
り
は
齢
制
緩
郊
に
燦

仔
安
定
め
て
盟
〈
九
殺
し
て
お
ち

ま
す
の
で
、
途
中
く
み
と
ち

は
で
き
ま
せ
ん
叫

@
犬
の
、
ふ
ん

愛
犬
家
も
非
宗
に
多
い
わ

で
犬
の
運
動
と
称
し
て
数
歩

し
、
そ
の
犬
が
〕
一
昨
か
ま
わ
ず

紫
を
し
て
そ
の
ま
ま
絞
殺
し

号
〉
が
、
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判
柑
開
予
備
慨
然
油
関
隣
同
制
脱

会
、
納
品
仙
胤
蹴
然
的
問
問
内
総
合
、
骨
棺

ル
枕
腕
慨
然
拙
脚
開
門
総
合
、
潟
県
淡
淡
搬
用

品
内
府
間
総
合
、
品
料
叩
怜
子
市
輯
蹴
会

内
気
同
月
十
一
口
口
M

隊
出
吋
議
会
一
に
お

て
い
く
の
が
多
く
み
ら
れ
ま

す。
こ
の
よ
う
に
放
鐙
し
て
お

き
ま
す
と
、
ハ
エ
な
ど
が
よ

っ
て
き
て
不
衛
生
で
す
の

で
、
飼
中
本
は
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捌
唱
す
る
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ル
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っ
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織
的
川
品
名
》
か
ら
九
翁
の
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ぬ
か
淡
ま
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ま
し
た
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な
お
、
情
説
純
践
の
氏
名
お
よ
び
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間
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は
次
の
と
お
れ
J
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か
仲
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す
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に
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品
宙
環
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内
閣
全
作
業
員
募
集

前
明
治
世
慌
時
金
銭
で
は
作
品
来
日
H

H

か
不
足
し
て
お
h

ソ
ま
す
の
で
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し
て
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ま
す
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わ
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し
み
み
く
だ
さ
い
。
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小
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鈴
今
品
開
鈴
、
機
関

湖
北
合
・
海
係
官
障
関

入

閥

単

骨

材

骨

輸

措

油
開
殺
巾
・
で
あ
り
ま
し
た
務
保

育
問
幽
お
よ
び
湖
北
合
保
育
関
聞
が

発
成
し
ま
し
た
の
ぜ
、
南
町
保
育

園
は
六
月
十
七
日
間
開
問
予
定
に

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
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入
開
問
品
市
羽
一
者
で
ま
だ
入
国
市
中

該
宗
を
嗣
閉
山
し
て
い
な
い
方

出
品
、
総
給
事
務
所
で
乎
同
開
設
さ

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
な
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小
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用
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は
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ま
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二
・
然
倒
木
緩
良

市
で
は
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制
円
札
叫
に
お
い
て
銀

河
第
一
一
、
総
閥
木
欄
臨
時
午
前
十

品
開
時
か
り
午
後
四
時
ま
で
楠
例
措
M
者

政
務
費
管
情
相
談
室
安
開
設
し
て

戊
お
り
ま
す
。

な
曲
賞
富
な
商
品
は
消
費
生
活
を

誠
豊
か
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
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氏
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え
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文
化
連
盟
発
足

開
口
月
十
六
日
、
文
化
務
開
間
体

の
念
綴
で
あ
9
ま
し
た
筏
係
予

然
災
化
哨
獄
後
が
市
内
十
六
的
交

ル
ル
附
同
体
に
よ
り
叫
制
欲
さ
れ
ま
し

た。
会
u
設
に
は
大
利
根
炎
術
協
会

の
飯
泉
州
部
潟
民
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。ζ

の
文
佑
逮
開
胤
は
市
の
文
応

援
部
(
と
殴
体
務
長
円
連
絡
協
調

お
よ
び
問
視
諸
問
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
今
後
的
活
擦
が
期
待
さ

れ
ま
す
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、
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懇
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い
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台
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台
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一
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踊
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が
行
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し
込
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お
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会
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〉
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一
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一
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生
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骨
骨
物
慨

療
で
法
、
拙
例
祭
出
骨
骨
お
タ
i

制
制
度
を
後
冷
ま
し
た
。

と
の
紛
授
は
円
日
常
の
消
波
袋

詰
浴
の
さ
ま
ざ
ま
な
期
間
開
閣
に
つ
い

て
、
淡
路
持
者
の
み
な
さ
ま
に
謁

愛
し
で
い
た
だ
き
、
ま
た
窓

層
地
、
妥
釜
な
ど
を
お
眠
時
き
L
、

定
申
捕
前
期
賞
者
行
款
に
反
狭
さ
せ

る
た
め
に
設
け
る
も
の
で
す
。

こ
め
よ
う
な
主
旨
か
ら
開
明
和

協
十
六
年
度
の
淡
毅
殺
を
品
タ

ー
を
務
築
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
胎
慌
の
中
部
段
以
mm
方
的
り
応
募
を
お

臨
闘
い
い
た
し
ま
す
。
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応
募
脱
獄
伸
明
砕
い
祭
出
向
広
務
然

害
事
首
、
危
険
、
あ
る
い
は
不
当

な
寓
問
ぷ
キ
サ

i
ピ
A
が
多
く
な

る
綴
・
府
内
を
一
泊
し
て
総
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
伽
官
僚
も
か
な

ち
多
く
な
っ
て
お
h
ソ
ま
十
。

と
う
し
た
側
関
欄
間
に
対
処
し
、

絞
る
い
繍
概
念
な
中
市
災
地
山
総
じ
す

る
た
め
の
滋
掛
問
中
山
総
枕
問
機
附
制
相
関
川

畿
で
す
mm
で
、
弱
気
絡
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
二
、
輸
措
殴
木
限
日

以
外
の
お
は
轟
民
救
描
削
工
繰
戸
電

話
人
二
局
一
一
五
一
番
内
線
二

二〈
U
悉
)
で
お
受
け
い
た
し
ま

す。一昨咋
品コ，、，，

， タ

六
月
mw鳴
再
出
光
判
明
蹴
蹴

六
月
の
資
出
品
抑
制
州
訴
は
淡
の
お

ね
明
、
行
な
い
ま
す
り
で
、
時
緋
お

す
る
恥
晶
子
緩
ん
と
わ
品
物
討
ち
の
ゆ
点
は

ぜ
ひ
州
制
淡
に
お
い
で
く
だ
さ

し
時
限
は
キ
油
開
九
時
吋
か
ら
附
T
的関

十
一
時
一
一
一
十
分
ま
マ
と
午
後
一

時
か
ら
一
一
一
持
ま
で
で
す
。

な
お
、
日
円
子
手
耐
棋
を
忘
れ
ず

と
持
参
く
だ
さ
い
。
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し
て
い
る
二
十
数
以
上
の
幾

人
wv
葬
祭
人
簿
一
一
一
十
名

曹

v
任
綴
昭
和
利
回
同
十
七
年
三
月

三
十
一
一
長
ま
で

V
仕
事
的
内
容

8

7

y
ヶ
ー
ト
に
開
問
答
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

@
区
仲
悼
の
滞
緩
慾
再
開
会
偶
鮮
に

つ
い
て
蕊
総
油
、
一
察
内
黙
な
H
y
h
h乞

級
品
判
ず
る
ζ

、夕、

@
点
制
緩
絡
に
山
側
燃
し
て
い
た

だ
き
ま
す
c

ハ
年
刊
誌
間
関
祭

殿〉
V
謝
礼
金
年
開
間
交

d
T
m

V
軸
開
め
切
り
昭
和
同
開
十
六
年

六
月
末
日

V
申
し
込
み
先
ま
た
位
お
間
同
h

い

会
わ
せ
は
、
市
役
所
農
林
務

工
藤
ま
で

V
選
考
申
し
込
み
品
唱
が
多
給
料

の
場
合
は
経
住
地
情
柄
、
和
ザ
ム
V

等
を
参
考
に
港
湾
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
然
、
端
的
液

晶
哨
モ
ス
タ
1
創
出
成
の
後
総
は
令

交
筋
に
枇
附
え
で
あ
り
ま
す
時
マ

ど
料
開
mく
幻
惑
い
。

我
係
予
剣
道
述
川
川
で
は
小
川
小
ム
成

山家財ん滋
k
小
パ
余
生
の
州
問
滋
述
印
刷

へ
の
入
会
は
、
間
郎
則
k
し
て
俗

学
問
問
問
汁
と
九
月
の
一
一
関
と
し
ま

、
ザ

3
0必

例
制
に
つ
い
て
は
公
隊
総
で

紬
摘
出
掘
の
際
に
お
聞
き
く
だ
さ

い
。
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係
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間
胤
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花
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っ
ぱ
い
巡
動
を
推
進
す

る
た
め
潟
北
議
花
会
で
は
、
本

年
も
次
の
と
お
れ
ツ
大
輪
菊
お
よ

び
小
菊
の
夜
中
本
を
始
皇
い
た
し

ま
す
の
で
お
奴
ら
せ
い
た
し
ま

す。V
君
臨
吋
叩
州
和
総
十
六
匁
六
月

十一一一
u
n
ハH
H
V

午
後
一
時
か

β
h
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後
が

V
蛸
蹴
間
滞
念
特
倒
的
利
一
千
本

人
五
本
初
日
出
脱
党
後
附
桝
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tfI隊小学校屋内連動滋主主投

布(な小学校ブール慾設

手資浴公務議空室織

1 7 8. 4 5 1 =fF守

29. 200千円

1 3. 807千円

4. 5 0 0千円

宝寺保育園長室絞 24. 560千円

湖北台保育際空主役 2 9. 2 0 0キ内
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